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々，雲物理が大部分である．こっ重）も気象研究所の人々
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　余談だが，今年変の総会は束大でやるので，幾人かの

人々はその準備に今から動き廻っている．東大の5月祭

とカチ含1・・そうだとか，プログラムの編成だとか．しか

しそんな毎Uび）中にも研究会やら討論やら，また運動な

どが織り込まれて、尽の日が次第に深まって行く．
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